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自治会を中心にコミュニティ活動が活発に行われるとともに、市民・自治

会・NPO・ボランティア・行政が協働してまちづくりを進めます。

－

地域のコミュニティ    活動を活発化し、市民協働によるま

ちづくりの実現に向け、自治会活動を中心としたコミュニ

ティ活動やボランティア、NPOなどの市民活動団体への支援

と連携を進め、市民が主体のまちづくりを進めてきました。

しかしながら前期成果指標である「自治会活動を通じ、地域

で支えあっていると感じている市民割合」及び「ボランティ

ア・NPO活動を行っている市民割合」は横ばいで推移してお

り、市全体への広がりが課題となりました。

これからのまちづくりは、行政主体ではなく、自治会やNPOなどの市民活動団体等との協働により進めることが求

められています。

市民協働を進めるためには、それぞれが、共通の立場に立ち、同じ目標に向かい、対等の立場で役割を分担しあうこ

とが必要であることから、引き続き、自治会活動などの地域コミュニティ活動への支援を行い、地域住民の協働意識と

連帯感を高め、コミュニティ活動を活発にします。

また、NPOやボランティアをはじめとした市民活動団体をまちづくりにおける対等なパートナーと位置付け、引き

続き支援を行うとともに、協働の一層の広がりを図る上から、基本事業の名称を「市民活動団体の支援と相互連携」に

改め、自治会、市民活動団体、行政が相互に連携したまちづくりを進めていきます。

前期基本計画取り組み結果

施策の対象

施策の目的 施策を実現する手段（基本事業の構成）

後期基本計画の課題と方向性

市民が自治会活動に積極的に参加し、地域住民の協働意識と連帯感を高め、コミュニ

ティ活動を活発にします。

コミュニテイ活動の支援と連携1
●市民

●自治会

対　象

成果指標（基本事業の目的達成度を示す指標） 現状値（H19） 後期目標値（H25）

自治会活動に参加している市民割合(%)

自治会の協働テーマの取組数(件)

63.6
497 550

06-01-01

NPOやボランティアをはじめとした市民活動に関わる人材や団体を支援すると

ともに、自治会・市民活動団体・行政が相互に連携しながら、市民協働によるまちづ

くりを行います。

市民活動団体の支援と相互連携2 対　象

成果指標（基本事業の目的達成度を示す指標） 現状値（H19）

【community】　人々が共同意識を持って共同生活を営む一定の地域及びその人々の集
団。地域社会。共同体。

※1　コミュニティ・・・・・

後期目標値（H25）

NPOやボランティアをはじめとした、
市民活動団体の活動に参加している市民割合(%)

9.8

06-01-02

ボランティア・NPO活動を行っている市民割合 (％) ( 前期指標 )
自治会活動を通じ、地域で支えあっていると感じている
市民割合 (%)( 前期指標 )

基準年度 H16 H17 H18 H19

27.8
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江別市と市民活動団体等の協働事業数(件)

自治会と市民活動団体等との連携事業数(事業、累計)

98
前期4年間 27

110
後期5年間 30

成果指標
（施策の目的達成度を示す指標）

基準値
（平成14年度）

現状値
（平成19年度）

後期目標値
（平成25年度）

自治会・NPO・ボランティア等の活動によって、
お互いに支え合っていると感じる市民割合(%) 26.6

26.3 26.9

11.0 9.1 9.6

※1

用語解説

施策成果指標の推移

施策
06-01 自助・互助・公助のまちづくり

市民協働によるまちづくり政策06



家庭・地域・職場や行政において性別役割分担意識や男女不平等意識の解消を

図り、女性の社会進出を促進します。

さまざまな場面で性別により固定された役割分担意識を

なくし、男女平等意識を醸成するとともに、女性の働く環境

づくりや社会参画を促してきました。

この結果、成果指標の推移では、男女共同に対する意識が

社会全体として高まりを見せ、「家庭・地域で男女が不平等

だと思う市民割合」は、平成16年に大きく減少し、その後は

緩やかながらも減少がみられます。

男女共同参画に対する社会意識の盛り上がりは大きいものがありましたが、近年は緩やかな流れとして安定しつ

つあることから、今後は、大きな意識変革は難しい状況にあります。

また、少子高齢化の進展や家族形態の多様化など社会経済情勢の急速な変化により、男女共同参画施策も新たな視

点での取組みが必要となってきています。

これらのことから、後期基本計画においては基本的な方向性を継続することとしますが、「(仮)江別市男女共同参画

推進基本条例」の制定や平成14年に策定した「江別市男女共同参画基本計画」の見直しを進め、施策基盤の安定とPR

効果による啓発の進展を図ることとします。

前期基本計画取り組み結果

施策の対象

施策の目的 施策を実現する手段（基本事業の構成）

後期基本計画の課題と方向性

社会的性別(ジェンダー )の視点の定着を図り、さまざまな場面で男女の固定的役

割分担意識をなくし、男女平等の社会的コンセンサス     を形成します。

男女平等意識の確立1
●家庭
●職場
●地域
●行政

対　象

●家庭
●職場
●地域
●行政

対　象

06-02-01

成果指標（基本事業の目的達成度を示す指標） 現状値（H19） 後期目標値（H25）

家庭生活の中で男女平等であると思う市民割合(%)

職場・職業で男女平等であると思う市民割合(%)

36.2
19.8

女性が働くための環境づくりや行政への女性の参加を促進するとともに、家庭や

地域等さまざまな場面において、女性の社会参画を促進します。

女性の社会参画の推進2
成果指標（基本事業の目的達成度を示す指標） 現状値（H19） 後期目標値（H25）

女性が社会参画していると思う市民割合(%)

女性の審議会等登用割合(%)

51.5
24.3 40.0

06-02-02
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家庭・地域で男女が不平等だと思う市民割合 (%)

基準年度 H16 H17 H18 H19

家　庭 地　域 職　場 行　政

67.0

50.3 49.3
45.7

【consensus】　ある共同社会の基本的な規則・方向性について一定の合意が存在すること。※1　コンセンサス・・・

※1

用語解説

施策成果指標の推移

施策
06-02 男女共同参画社会の形成

政策06 市民協働によるまちづくり

成果指標
（施策の目的達成度を示す指標）

基準値
（平成14年度）

現状値
（平成19年度）

後期目標値
（平成25年度）

家庭・地域で男女が不平等だと思う市民割合(%) 67.0 45.7



友好都市などとの交流により、国内の郷土や歴史の違いの相互理解を進める

とともに、姉妹都市や市内在住の外国人などとの交流により、外国との文化、

言葉の違いを理解し、誰もが快適に暮らせる地域を目指します

国内外の多様な文化を受け入れ、コミュニケーションを深

めるため、外国人とコミュニケーションできる人材を育成

し、異なる文化と交流する場を設けてきました。また、外国人

が安心して住めるように、情報の提供に努めてきました。

いっぽう小中学校でも英語教育や国際交流の取り組みが

進み、市民的広がりの芽が育ちつつありますが、施策の成果

指標である「外国のことを理解し、お互いの歴史や風土を尊

重して交流できる市民割合」は概ね横ばいとなっています。

社会がグローバル化    し、多様な文化と触れ合う機会が高まる中、言葉の違いなどを乗り越えて互いが快適に暮ら

せる地域とする必要があります。

このため、国際感覚を持ち、外国人と良好にコミュニケーションできる人材を育成するために、今後も引き続き小

中学校で英語教育を行い、また、地域のさまざまな主体による幅広い分野で国際交流活動を進め、市民主体による地域

レベルでの交流活動を促進します。

また、市内在住の外国人に対する支援や市民との交流の機会づくりなど、身近なところでの国際交流を進め、だれ

もが安心して暮らせるまちを目指します。

前期基本計画取り組み結果

施策の対象

施策の目的 施策を実現する手段（基本事業の構成）

後期基本計画の課題と方向性

国際感覚を持ち、外国人と良好なコミュニケーションが図れる人材や団体を育成

します。

人材・団体の育成1
●市民

●市内通勤
　通学者

●市民

●市内通勤
　通学者

対　象

06-03-01

様々な国や人、地域と触れ合い、相互の文化や歴史を理解する人材を育成します。

異文化交流の推進3 対　象
成果指標（基本事業の目的達成度を示す指標） 現状値（H19） 後期目標値（H25）

友好都市との交流者数(人)

世界市民の集いなど交流イベントの参加者数(人)

社会人向け外国語講座の参加者数(人)

1,752
813
225

1,800
880
270

成果指標（基本事業の目的達成度を示す指標） 現状値（H19） 後期目標値（H25）

外国人とコミュニケーションが出来る人の割合(%)

国際交流団体の登録者数(人)

10.2
317 370

06-03-03

言葉や生活習慣の違いによる支障やトラブル、不安を解消し、誰もが安心して暮ら

せる街にします。

在住外国人への情報提供の充実2
●外国人

対　象

成果指標（基本事業の目的達成度を示す指標） 現状値（H19） 後期目標値（H25）

外国語による情報媒体提供件数(件)

外国人相談によって問題が解決した割合(%)

17
100.0

20
100.0

06-03-02
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外国のことを理解し、お互いの歴史や風土を尊重して
交流できる市民割合(%)

基準年度 H16 H17 H18 H19

市　民 市内居住外国人

14.1
19.9 16.2 16.9

施策成果指標の推移

施策
06-03 国内・国際交流の推進

政策06 市民協働によるまちづくり

成果指標
（施策の目的達成度を示す指標）

基準値
（平成14年度）

現状値
（平成19年度）

後期目標値
（平成25年度）

外国のことを理解し、お互いの歴史や風土を尊重して交流できる市民割合(%)

土佐市やグレシャム市が友好姉妹都市であると知っている市民割合(％)

14.1
 ー

16.9
ー

【globalization】　政治・経済・文化などが国境を越えて世界的規模で行われるようにな
ること。国際化。

※1　グローバル化・・・・・

 ※1

用語解説


